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主な補正予算
事 業 名 予 算 額 事 業 概 要

植苗地区テレビ共同
受信施設増設事業費 1,779万9千円 植苗・美沢地区における、航空機による電波障害防止対策

特定教育・保育施設等
給 付 費 1,619万5千円 3歳未満児の多子世帯に対し、同時就園条件を撤廃し、第

2子以降の保育料を無償とする（年収条件有り）

沼 ノ 端 鉄 北 地 区
複合施設整備事業費 5億2,251万7千円 新千歳空港24時間運用拡大に伴う地域振興策として児童セ

ンター・出張所・集会所を兼ね備えた複合施設を建設

ウトナイ交流センター
展望施設整備事業費 1,102万4千円 新千歳空港24時間運用拡大に伴う地域振興策としてウトナ

イ交流センターに展望施設を整備

遺跡発掘調査等事業費 390万1千円 樽前山火山砂防工事のうち、管理用道路の建設予定地に遺跡
が存在するため発掘調査を行う経費

新議会三役決定！ 議長に木村　司 氏が就任！
副議長に松井　雅宏 氏、監査委員に渡辺　満 氏

第10回  臨時会　5月12日㈮～17日㈬

　 5月16日の臨時会におきまして、第36代

苫小牧市議会議長に就任いたしました。

市議会を代表しご挨拶申し上げます。

　公平公正な議会運営を目指すのはもと

より、党利党略のパフォーマンスに陥ら

ない議会運営を心掛けていきたいと考え

ております。

　今、全国の地方議会はその存在意義を

問われております。苫小牧市議会としま

しては、先輩議員から受け継いだ伝統を

忘れることなく、議会改革に取り組んで

まいりたいと考えております。

　市民の皆さまから、「自分たちの議会だ」

と思っていただけるような議会になれる

よう、議員各位と努力してまいります。

　 2年間、よろしくお願い致します。

議 長
木村　司

副議長
松井　雅宏

監査委員
渡辺　満

臨時会で報告されました
苫小牧市税条例等の一部改正

平成28年度 市立病院事業会計
補正予算（第2回）

契約の締結

施行日　平成29年 4月 1日
【軽自動車税関係】
排出ガス性能および燃費性能に応じた
軽減措置を2年間延長

【国民健康保険税関係の軽減判定
　所得の算定について変更】
5 割軽減　26万5千円　　　27万円
2割軽減　48万円　　　　49万円

■ 50％軽減
2020年度燃費基準 ＋ 20％達成

2020年度燃費基準 ＋ 30％達成

■ 25％軽減
2020年度燃費基準
　　　　　　
2020年度燃費基準 ＋ 10％達成

とそれぞれ変更されました

病院職員退職基金繰入金　1,106万8千円
7 億6,688万円

7億7,794万8千円

日新団地11号棟新築主体工事および
衛生設備工事
 11億7,180万円
大成町市営住宅改修主体工事
 2億8,749万6千円

苫小牧市議会議長　 木 村 　 司

おちいとう　り　とうりゃく

　臨時福祉給付金の支給漏れ
が報告され、各議員から質疑
が集中しました。

　支給漏れは　199件
　総　額　　　120万9千円

　原因は本来送付すべき申請
書を送付していませんでした。
　27・28年度予算のため国か
らの補てんはなく、全額苫小
牧市が出すことになります。

平成29年度  苫小牧市一般会計補正予算（第２回）

8億1,996万5千円を追加し
平成29年度歳入歳出の総額に

平成29年度  苫小牧市水道事業会計補正予算（第1回）

2,700万円を追加し29億6,036万7千円としました
平成29年度資本的支出に

（植苗ポンプ場非常用発電機設置工事）

761億8,117万5千円としました
歳入歳出の総額を

一般質問に20名の議員が登壇（内容は各会派記事を参照願います）

統合型リゾート（IR）や市民ホール、福祉、防災など多岐にわたり論戦！

第11回定例会　6月15日㈭～23日㈮

予算の一部は

■ 動産の取得■ 契約の締結
緑ケ丘公園サッカー場
改修工事
 3億207万6千円

拓進小学校校舎
増築主体工事
 1億6,416万円

40m級はしご付消防車
 2億3,328万円

化学消防ポンプ　　　
自動車Ⅱ型
 7,884万円
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市
民
の
足
を

ど
う
守
る
の
か
議
論

総
務
委
員
会冨

岡
　
　
隆
　
委
員
長

　

所
管
事
項
の
28
年
度
公
共
交
通
関
連
事

業
に
つ
い
て
、
道
南
バ
ス
に
移
譲
し
て
か

ら
初
め
て
約
5
0
0
万
円
の
赤
字
に
な
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
利

用
者
の
減
少
や
運
転
手
の
不
足
か
ら
40
を

超
え
る
便
数
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
る
な
ど
市
民
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
疑
で
は
、
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、
市
民

の
足
を
守
る
と
い
う
視
点
か
ら
手
だ
て
を

取
る
必
要
性
を
指
摘
。
市
側
と
し
て
は
、

今
後
も
協
議
会
の
中
で
利
用
者
に
大
き
な

影
響
を
与

え
な
い
よ

う
、
協
議

し
て
い
く

こ
と
が
述

べ
ら
れ
ま

し
た
。

「
苫
小
牧
市
交
通
安
全
実
施
計
画

（
案
）に
つ
い
て
」
推
進
方
針
が

示
さ
れ
る

厚
生
委
員
会松

尾
　
省
勝
　
委
員
長

　

所
管
事
項
は
、「
ふ
く
し
大
作
戦
！！

2
0
1
6
実
績
報
告
」
な
ど
の
5
項
目
が

あ
り
、
特
に
「
苫
小
牧
市
交
通
安
全
実
施

計
画（
案
）に
つ
い
て
」
で
は
、
計
画
に
お

け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
示
さ

れ
、
当
初
目
標
を
「
交
通
事
故
死
者
数
を

3
人
以
下
と
せ
ず
、
ゼ
ロ
を
目
標
と
す
べ

き
」
と
の
質
問
に
、
市
と
し
て
は
、「
数

値
目
標
を
ゼ
ロ
と
見
直
し
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
「
沼
ノ
端
地
区
の
公
衆
浴

場
閉
鎖
対
策
」
や
「
特
定
外
来
生
物
ヒ
ア

リ
」
の
対
応
に
つ
い
て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

市
営
住
宅
老
朽
化
の

安
全
対
策
が
課
題
！

建
設
委
員
会越

川
　
慶
一
　
委
員
長

　

日
新
町
及
び
大
成
町
の
市
営
住
宅
に
お

い
て
、
外
壁
落
下
事
故
が
相
次
ぎ
、
市
側

か
ら
市
内
の
中
・
高
層
市
営
住
宅
の
緊
急

点
検
を
行
い
、
危
険
と
判
断
し
た
建
物
に

は
侵
入
防
護
柵
や
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
な

ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し
た
こ
と
や
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
議
論
し
ま

し
た
。
な
お
、
市
内
に
は
築
40
年
以
上
経

過
の
建
物
も
多
く
、
29
年
度
中
に
市
営
住

宅
整
備
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
使
用
料
徴
収
漏
れ
に
つ

い
て
、
過
去
5
年
間
分
の
請
求
額
約
1
，

0
0
1
万
円
が
確
定
し
た
こ
と
で
、
該
当

す
る
一
般
家
庭
や
事
業
所
に
対
し
、
請
求

額
の
支
払
い
に
理
解
を
求
め
る
戸
別
訪
問

を
行
い
、
5
月
末
ま
で
に
約
1
5
1
万
円

が
支
払
わ
れ
た
こ
と
の
説
明
を
受
け
議
論

し
ま
し
た
。

「
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
取
組
経
過
」
な
ど
を
議
論

文
教
経
済
委
員
会

宇
多
　
春
美
　
委
員
長

　

所
管
事
項
の
「
公
益
財
団
法
人
道
央
産

業
振
興
財
団
の
事
業
に
つ
い
て
」
で
は
、

28
年
度
事
業
報
告
・
29
年
度
事
業
計
画
の

説
明
が
あ
り
、
道
央
地
域（
苫
小
牧
市
、

千
歳
市
、
恵
庭
市
、
安
平
町
）の
も
の
づ

く
り
企
業
の
技
術
力
向
上
な
ど
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
質
し
ま
し
た
。

　
「
公
設
地
方
卸
売
市
場
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
取
組
経
過
」
で
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
検
討
に
対
し
、
課
題
の
整
理

と
取
組
経
過
の
説
明
を
受
け
、
今
後
策
定

す
る
経
営
展
望
に
向
け
て
市
場
運
営
審
議

会
の
中
で
検
討
す
る
市
場
の
方
向
性
、
運

営
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
計
画

な
ど
に
つ
い
て
質
疑

安
全
・
安
心
及
び
市
民
ホ
ー
ル
に

関
す
る
特
別
委
員
会

岩
田
　
　
薫
　
委
員
長

　

9
月
に
開
催
さ
れ
る
総
合
防
災
訓
練
の

計
画
案
な
ど
4
件
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

要
支
援
者
避
難
支
援
計
画（
案
）で
は
、

町
内
会
と
の
連
携
が
不
可
欠
な
こ
と
か

ら
、
町
内
会
と
の
協
定
締
結
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
で
は
33
町
内
会
に
と
ど

ま
り
、
対
象
者
の
名
簿
の
管
理
な
ど
か

ら
、
難
し
い
面
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
調
査

な
ど
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い

て
、
29
年
度
購
入
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
ホ
ー
ル
建
設
の
質
疑
で
は
、
建
設

地
や
施
設
規
模
な
ど
を
決
め
る
、
基
本
設

計
の
素
案
に

つ
い
て
、
早

け
れ
ば
9
月

議
会
に
示
す

意
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

TOMAKOMAI  CITY  COUNCIL  NEWS
とまこまい市議会だより　第19号　平成29年8月10日発行

告報会員委TOMAKOMAI  CITY  COUNCIL  NEWS
とまこまい市議会だより　第19号　平成29年8月10日発行

告報会員委

常
任
委
員
会

交通安全

I
R
等
の
臨
空
ゾ
ー
ン
構
想
を

　
検
討
す
る
有
識
者
会
議
を

7
月
に
設
置

総
合
開
発
特
別
委
員
会

林
　
　
光
仁
　
委
員
長

　

所
管
事
項
は
7
件
あ
り
、
米
軍
再
編
関

連
、
航
空
機
事
故
、
空
港
経
営
改
革
、
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト（
I
R
）、（
株
）苫
東
経
営

概
況
に
つ
い
て
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
I
R
）に
つ

い
て
、
今
後
の
取
組
と
し
て
7
月
初
旬
に

市
の
成
長
戦
略
に
掲
げ
る
臨
空
ゾ
ー
ン
に

お
け
る
国
際
リ
ゾ
ー
ト
の
展
開
の
た
め
、

構
想
検
討
の
場
と
し
て
、
有
識
者
会
議
を

設
置
す
る
む
ね
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尼
崎
市
で
確
認
さ
れ
た
「
特
定

外
来
生
物
ヒ
ア
リ
」
に
対
す
る
対
応
で

は
、
国
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、
中
国
広

東
省
南
沙
港
か
ら
の
貨
物
船
の
有
無
を

調
査
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
翌

日
、
該
当
す
る
船
舶
が
な
か
っ
た
と
報

告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後

は
事
前
に
掌

握
が
で
き
る

よ
う
、
適
切

な
対
応
を
図

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

特
別
委
員
会

水産市場

道南バス

市営住宅

避難訓練

IRセミナー

　検討会では、これまでの議論を踏まえ、市長選と市議選の同
日実施についての結論は、 9月に出すことを決定しました。次
期市長選では、市議会の補欠選挙も予定されているため、各会
派からできるだけ早く結論を出すべきとのことで一致しました。

選挙のずれを解消する方法＝次期市長選に合わせて市議会を自
主解散する。

解 散 す る 条 件＝議員 4分の 3以上の出席のうち 5
分の 4以上の同意が必要である。

現 在 は 議 員 数 が 26 名＝26名の出席のうち21名以上の同意
が必要ということになります。

　本年 9月には自主解散に対する各議員の賛否とその理由を確
認し判断します。
　定数に関しては、定数28名の検証を優先し、次期市議選は現
状維持で行くことが決定しました。
　議会の柱となる「議会基本条例」は正副議長案を示す方向で
決定しました。

議会改革検討会

「本年 9 月に解散の是非を問い結論へ！」

「次期市議選の定数は現状維持の28名」
「議会基本条例は正副議長案を示す方向へ」

ザ・議会改革！
わかりやすい議会づくり

を進めてまいります！

○ギャンブル等依存症対策
の抜本的強化を求める要
望意見書

○平成29年度北海道最低賃
金改正等に関する要望意
見書

国や道の関係機関に
　　　　　意見書を提出

○ 鶴　　安子 氏
○ 川村　卓司 氏

任期満了による
　　人権擁護委員の決定
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【
第
9
回
定

例
会
代
表
質

問
】

　

37
項
目
に

渡
り
質
問
し

ま
し
た
。

☆
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
誘
致
の
質
問
で
は
雇
用
創
出
や
経

済
活
性
に
寄
与
す
る
。
今
後
、
市
民
の
理

解
を
深
め
る
取
組
み
を
進
め
る
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

☆
オ
ー
ト
リ
ゾ
ー
ト
・
ア
ル
テ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
市
出
資
の
第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
独
立
採
算
出
来
ず
市

の
支
援
も
昨
年
5
千
万
円
を
超
え
て
い
る

事
か
ら
改
善
を
求
め
、
今
後
、
利
用
者
の

増
加
に
努
め
、
運
営
者
公
募
へ
の
判
断
を

し
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
民
間
運
営
の
「
子
供
食
堂
」
に
市
の
支

援
が
必
要
と
の
提
案
に
、
関
係
部
署
と
協

議
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
新
た
な
英
語
教
育
の
強
化
策
の
問
い
に

小
学
校
外
国
語
活
動
巡
回
指
導
教
員
を
配

置
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
第
11
回
定
例
会
一
般
質
問
】

☆
老
朽
化
が
進
む
公
設
卸
売
市
場
・
水
産

棟
の
建
て
替
え
見
通
し
の
問
い
に
、
30
年

度
迄
に
劣
化
度
を
調
査
し
、
将
来
の
経
営

展
望
策
定
の
中
で
示
す
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
水
産
棟
内
で
の
活か

つ

魚ぎ
ょ

槽そ
う

導

入
は
販
路
の
拡
大
が
見
込
め
る
の
で
、
さ

ら
な
る
増
設
を
求
め
、
利
用
す
る
関
係
者

か
ら
意
見
を
聞
き
対
応
し
た
い
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

☆
児
童
の
交
通
安
全
で
、
よ
く
目
立
つ
黄

色
の
通
学
帽
を
着
用
す
べ
き
と
の
提
案

に
、
モ
デ
ル
校
を
設
け
る
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

☆
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の
対
応
や
避
難

訓
練
を
求
め
る
質
問
に
、
頑
丈
な
建
物
に

避
難
す
る
事
な
ど
へ
の
周
知
に
努
め
、
訓

練
実
施
も
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

臨
時
福
祉

給
付
金
の
支

給
漏
れ
に
つ

い
て
質
問
し
、

こ
の
制
度
は
、

政
府
が
平
成

26
年
に
実
施

し
た
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
所
得
の
少

な
い
方
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
政
策
で
、

27
年
度
、
28
年
度
の
2
カ
年
分
、
計
1
9
9

件
、
1
2
0
万
9
千
円
が
対
象
者
に
支
払

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
因
は
、
生

活
保
護
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
に
生
活
保
護
の

停
止
や
廃
止
年
月
日
が
正
し
く
反
映
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
給
付
金
担
当
と
生

活
保
護
担
当
の
間
で
必
要
な
デ
ー
タ
の
認

識
や
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
十
分
な
連
携
が
取
れ

て
い
な
か
っ
た
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
私
は
、
財
源
は
、
本
来
、
国
で
賄

う
処
置
だ
が
、
支
給
が
遅
れ
た
こ
と
で
市

税
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
指
摘
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆
共
同
墓
の

近
親
者
・
身

内
の
い
な
い

方
の
対
応
に

つ
い
て
質
問

し
、
希
望
者

か
ら
事
前
に
、

共
同
墓
埋
葬
希
望
届（
自
分
の
死
後
、
自

分
の
焼
骨
を
共
同
墓
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
す
る
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、

本
人
死
亡
後
、
埋
葬
手
続
き
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

☆
苫
小
牧
市
民
文
化
芸
術
振
興
助
成
金
に

つ
い
て
質
問
し
、
市
側
か
ら
29
年
度
は
応

募
が
多
く
減
額
を
し
た
が
、
30
年
度
は
予

算
を
多
く
確
保
し
て
い
き
た
い
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

☆
市
営
住
宅
整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問

し
、
今
後
20
年
間
の
計
画
で
あ
り
、
市
営

住
宅
全
体
の
整
備
計
画
を
平
成
30
年
2
月

の
定
例
議
会
で
報
告
す
る
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

☆
I
R（
統

合
型
リ
ゾ
ー

ト
）に
つ
い

て
、
現
在
10

社
程
度
の

I
R
事
業
者

が
本
市
を
訪

れ
、
自
然
の
豊
か
さ
や
国
際
空
港
に
近
隣

し
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
数
社
が
本
市

へ
の
投
資
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

☆
犯
罪
行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
と
遂
げ
た

方
の
遺
族
ま
た
は
傷
害
を
受
け
た
方
の
精

神
的
被
害
の
軽
減
の
た
め
、
犯
罪
被
害
者

等
見
舞
金
制
度
導
入
を
提
案
し
、
市
は
調

査
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
透
明
性
の
高
い
教
科
書
選
定
に
は
、
教

育
委
員
会
の
考
え
方
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
教
育
長
は
道

徳
の
教
科
書
に
お
い
て
は
『
ふ
る
さ
と
』
に

関
す
る
記
述
を
重
視
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
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【
池
田　

謙
次　
議
員
】

　

2
年
間
の

議
長
職
を
退

任
し
、
待
ち

に
待
っ
た
一

般
質
問
で
し

た
。
こ
の
2

年
間
で
、
多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら
の
要

望
な
ど
の
一
部
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

港
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
パ
レ
ー
ド
時
に

沿
道
の
皆
様
に
イ
ス
の
設
置
と
冷
た
い
水

な
ど
の
「
お
も
て
な
し
」
の
推
進
。
ま
た
、

休
憩
場
の
設
置
を
提
案
。

　
（
仮
称
）市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
詳
細

に
渡
り
、
駐
車
場
の
拡
大
な
ど
、
提
案
し

ま
し
た
。

　

長
年
取
り
組
ん
で
い
る
、
公
共
施
設
と

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
拡
大
。

　

毎
年
、
秋
口
に
問
題
に
な
る
「
落
ち
葉

対
策
」
に
つ
い
て
「
間
引
き
」
の
拡
大
や

清
掃
作
業
の
効
率
化
な
ど
、
質
問
し
ま

し
た
。

　
【
大
西　

厚
子　
議
員
】

　

乳
が
ん
対
策
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
で
は
異
常
が
判
別
し
づ
ら
い
体
質
―

高
濃
度
乳
房
で
あ
る
こ
と
を
、
乳
が
ん

検
診
の
結
果

で
通
知
す
る

仕
組
み
の
導

入
を
提
案
。

関
係
機
関
と

協
議
し
対
応

を
決
定
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
、
公
共
施
設

の
屋
内
に
喫
煙
所
を
設
置
し
て
い
る
2

施
設
を
改
善
し
、
屋
外
喫
煙
所
に
つ
い
て

は
、
設
置
状
況
の
実
態
把
握
を
行
い
改
善

に
努
め
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
、
H
P
V
検
査
に
つ
い
て
・
訪

問
理
美
容
の
助
成
に
つ
い
て
・
小
規
模
特

認
校
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

【
神
山　

哲
太
郎　
議
員
】

　

市
営
住
宅

の
自
治
会
運

営
に
つ
い
て
、

居
住
者
の
高

齢
化
な
ど
か

ら
役
員
の
担

い
手
不
足
の
た
め
運
営
に
支
障
が
で
て
お

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
共
益
費
を
家
賃
と

一
緒
に
集
金
す
る
こ
と
や
相
談
の
充
実
、

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
す
る
こ
と
に
つ

い
て
質
問
。
市
側
は
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
丘
霊
葬
場
に
つ
い
て
、
利
用
件
数
が

増
え
て
お
り
火
葬
炉
の
老
朽
化
の
た
め
更

新
を
進
め
る
べ
き
と
質
問
。
市
側
は
庁
内

の
協
議
を
重
ね
て
整
備
計
画
を
策
定
し
、

市
民
生
活
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
進
め

た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

【
藤
田　

広
美　
議
員
】

　

が
ん
教
育

の
推
進
で
は
、

日
本
対
が
ん

協
会
の
D
V

D
を
全
中
学

校
に
配
布
。

教
員
研
修
と
、
こ
こ
ろ
の
授
業
は
外
部
講

師
を
活
用
。
学
校
保
健
会
を
通
じ
て
、
学

校
・
医
師
会
・
市
教
委
の
連
携
を
深
め
て

推
進
す
る
。

　

教
員
の
多
忙
化
の
解
消
は
、
調
査
物
の

見
直
し
と
、
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
部

活
動
指
導
員
の
導
入
を
中
学
校
長
会
で
協

議
す
る
。

　

災
害
情
報
の
発
信
で
は
、
防
災
メ
ー
ル

や
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
、
市

民
周
知
に
カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を
検

討
。
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
女
性
の
視
点

を
取
り
入
れ
る
。

　

防
災
訓
練
の
終
了
後
に
、
参
加
団
体
な

ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

　

ほ
か
、
小
中
一
貫
教
育
、
雑
草
・
害
虫

対
策
、
空
き
家
対
策
な
ど
質
問
し
ま
し
た
。

【
林
　
光
仁
　
議
員
】

　

東
日
本
大

震
災
か
ら
6

年
経
過
し
、

災
害
文
化
と

し
て
根
付
か

せ
る
た
め
災

害
対
策
を
質
問
。
自
助
に
対
す
る
市
民
の

意
識
や
備
え
の
実
態
把
握
を
求
め
、
出
前

講
座
や
防
災
訓
練
な
ど
の
参
加
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
内
に
家

具
転
倒
防
止
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
、
災
害

時
に
調
乳
の
お
湯
が
提
供
で
き
る
自
販
機

を
福
祉
避
難
所
な
ど
へ
の
導
入
を
質
問
し

ま
し
た
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
28
年
度
か
ら

着
手
し
た
総
合
事
業
の
進
捗
は
、
課
題
が

多
く
い
ま
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
せ
な
い

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

顕
在
化
し
な
い
課
題
を
抱
え
る
子
ど

も
・
若
者
の
支
援
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
29
年
度
中
に
決
め
る
と
初
め
て
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
で
は
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
所
管
部
を
再
検
討
し
て
い
く
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

■
一
般
質
問　
等（
抜
粋
）
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藤
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一
　議
員

▼
カ
ジ
ノ
を
含
む

I
R
に
つ
い
て

　

I
R
に
対
し
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
を
心
配
す
る
市

民
の
声
や
、「
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
脳
の
病
気
で
簡
単
に

は
治
ら
な
い
」
と
の
医
師
の
発
言
を
紹
介

し
、「
I
R
誘
致
の
考
え
は
変
わ
ら
な
い

の
か
」
と
市
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
食
っ
て
い
け
る
ま
ち
に
す
る

に
は
ど
う
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
あ
ら
た
め
て
I
R
へ
の
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

▼
安
全
な
草
刈
機
に
つ
い
て

　

繰
り
返
し
起
る
草
刈
時
の
事
故
防
止
策

と
し
て
、
市
議
団
の
視
察
で
体
験
し
た
石

が
飛
ば
な
い
草
刈
機
を
紹
介
し
、
活
用
を

求
め
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
全
小
中
学
校
で
導
入
す

る
」
と
答
弁
。
道
路
・
公
園
な
ど
を
所
管

す
る
都
市
建
設
部
で
は
、「
4
台
導
入
し

た
。
今
後
検
証
し
、
拡
大
し
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

▼
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

　

身
内
が
い
な
い
、
迷
惑
を
か
け
た
く
な

い
な
ど
の
理
由
か
ら
献
体
を
希
望
す
る
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
問
題
で
、
相
談
体
制

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。　

　

担
当
部
長
は
、「
悩
み
を
抱
え
て
い
る

方
の
相
談
窓
口
は
あ
る
の
で
、
そ
の
な
か

で
最
期
の
相
談
が
あ
れ
ば
の
り
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

お
金
の
管
理
が
で
き
ず
に
電
気
を
止
め

ら
れ
た
方
や
、
2
度
の
ボ
ヤ
を
出
し
た
1

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
紹
介
し
、
支
援
し

て
い
く
制
度
・
仕
組
み
に
つ
い
て
た
だ
し

ま
し
た
。

　

担
当
部
長
は
「
関
係
部
署
と
連
携
し
て

早
期
発
見
し
、
1
人
暮
ら
し
が
困
難
な
場

合
は
施
設
入
所
な
ど
の
対
応
を
し
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

小
野
寺
　
幸
　
恵
　議
員

▼
自
然
環
境
の
保

全
に
つ
い
て

　

昭
和
49
年
か
ら

毎
年
北
海
道
に

要
望
し
て
い
た
、

美
々
川
流
域
の
自

然
環
境
保
全
地
域
の
指
定
に
つ
い
て
、
30

年
度
の
要
望
項
目
か
ら
外
し
た
経
緯
を
質

問
し
、
美
々
川
に
流
入
し
て
い
る
ペ
ン
ケ

ナ
イ
川
・
パ
ン
ケ
ナ
イ
川
を
含
め
た
環
境

保
全
の
必
要
性
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

担
当
部
長
は
「
早
期
の
実
現
が
難
し
く

要
望
を
い
っ
た
ん
取
り
下
げ
た
が
、
環
境

保
全
の
実
効
性
あ
る
対
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
」
と
答
弁
し
、
ペ
ン
ケ
ナ
イ
川
・
パ

ン
ケ
ナ
イ
川
を
含
め
る
こ
と
も
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

　

30
年
度
か
ら
所
得
の
高
い
方
の
利
用
料

が
3
割
負
担
に
な
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
抑

制
の
懸
念
か
ら
影
響
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

　

担
当
部
長
は
「
サ
ー
ビ
ス
抑
制
を
防
ぐ

こ
と
が
重
要
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
支
援
の
方
が
介
護
給
付
費
か

ら
地
域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま
す
が
、
国

が
定
め
る
事
業
費
の
上
限
を
超
え
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
一
般
財
源
の
活
用
を
求

め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
頭
が
痛
い
問
題
。
予
算
を
シ

ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。　

▼
紙
お
む
つ
の
収
集
無
料
化
に
つ
い
て

　

2
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
と
紙

お
む
つ
給
付
事
業
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

の
み
に
、
ご
み
有
料
袋
の
無
償
配
布
を
し

て
い
ま
す
が
、「
紙
類
や
プ
ラ
の
よ
う
に

無
料
収
集
す
る
こ
と
で
、
紙
お
む
つ
利
用

者
全
員
が
対
象
に
な
り
公
平
。
年
間
約

4
0
0
万
円
の
経
費
節
減
に
も
な
る
」
と

提
案
し
ま
し
た
。

　
「
内
部
で
検
討
し
て
い
る
が
方
向
性
が

煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
」
と
の
市
長
答
弁
を

受
け
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

冨
　
岡
　
　
　
隆
　議
員

▼
振
興
公
社
の
事

業
報
告
に
つ
い
て

　

昭
和
40
年
に

1
0
0
％
市
が
出

資
し
て
作
っ
た
第

三
セ
ク
タ
ー
で
あ

る
振
興
公
社
は
、
施
設
管
理
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
29
年

度
で
解
散
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
振
興
公
社
が
管
理
し
て
き
た

屋
外
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
製
氷
技
術
が
高

い
こ
と
を
評
価
し
、
新
た
な
事
業
者
に
な

っ
て
も
製
氷
レ
ベ
ル
が
低
下
し
な
い
よ
う

提
案
。
担
当
部
長
は
、「
経
験
と
技
能
を

持
つ
者
を
配
置
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
解
散
後
の
職
員
の
再
就
職
先
に

つ
い
て
、
振
興
公
社
の
社
長
で
も
あ
る
副

市
長
は
、「
市
が
責
任
を
持
つ
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
　
　

渡
　
辺
　
　
　
満
　議
員

▼
畳
の
修
繕
に
つ

い
て

　

市
営
住
宅
に
入

居
し
25
年
以
上
経

過
し
て
い
る
世
帯

は
1
，6
8
1
世

帯
で
す
が
、
畳
の
修
繕
が
ほ
と
ん
ど
進
ん

で
い
な
い
現
状
か
ら
質
問
。
あ
わ
せ
て
、

畳
以
外
の
修
繕
要
望
も
聞
き
取
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

担
当
部
局
は
「
25
年
が
畳
交
換
の
目

安
」
と
説
明
し
、
住
宅
の
整
備
計
画
策
定

後
に
修
繕
計
画
を
作
っ
て
対
応
す
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

▼
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
つ
い
て

　

今
夏
の
北
海
道
で
の
米
軍
訓
練
で
、
初

め
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
使
用
が
予
定
さ
れ
て

い
る
問
題
で
、
事
故
を
起
こ
し
た
同
機
種

で
あ
り
、
市
民
の
不
安
が
大
き
い
こ
と
を

指
摘
。
情
報
開
示
と
安
全
安
心
の
観
点
か

ら
、
閉
会
中
で
あ
っ
て
も
本
委
員
会
を
開

く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

担
当
部
局
は
「
詳
細
な
情
報
が
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
委
員
会
で
の
報
告
を
約

束
し
ま
し
た
。

報　

告

建
設
委
員
会

※詳細は市議団HPを　　http://toma-jcp.sakura.ne.jp/

一
般
質
問

総
合
開
発
特
別
委
員
会
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★
総
合
戦
略
の
中
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
次

期
策
定
時
に
、
就
学
前
、
就
学
後
の
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
求
め
た
の
に
対
し
、
人

口
減
少
に
対
し
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
検

討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

★
平
成
28
年
11
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た

J
R
問
題
で
は
、
1
市
4
町
で
の
首
長
懇

談
会
は
4
回
開
催
さ
れ
、
路
線
の
存
続
を

維
持
す
る
と
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
基
本
姿
勢
を
継
続
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

★
鹿
児
島
市
の
空
き
家
対
策
の
視
察
を
も

と
に
、
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
条
例

制
定
な
ど
提
案
し
ま
し
た
。
市
民
生
活
部

で
は
、
29
年
度
に
空
き
家
の
実
態
調
査
を

行
い
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
、
空

き
家
対
策
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

★
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、
高
齢

者
に
も
楽
し
む
機
会
を
広
げ
る
中
、
市
内

で
は
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
へ
の
高
齢
者
競

技
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
し
て
、
施
設
使

用
料
を
無
償
化
に
す
る
な
ど
の
提
案
を
し

ま
し
た
。
市
は
今
後
、
全
市
的
な
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
「
と
ま
チ

ョ
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
」
の
付
与
を
検
討
し
な

が
ら
、
高
齢
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
を
進

め
る
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

★
市
内
の
公
園
に
は
、「
健
康
器
具
」
の
設

置
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
35
ヶ
所
の
公
園

に
は
説
明
看
板
が
未
設
置
で
あ
り
、
器
具

説
明
看
板
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
看
板
設
置
を
進
め
、
公
園
の
利

活
用
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

★
熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

平
成
28
年
4
月
に
2
度
の
最
大
震
度
7

を
記
録
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
課
題
を

残
し
ま
し
た
。
避
難
者
の
生
活
再
建
で
は
、

自
宅
に
被
害
が
な
く
て
も
余
震
が
不
安
で

帰
宅
で
き
な
い
避
難
者
が
多
く
、
対
応
に

苦
慮
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
避
難
所
の

炊
き
出
し
は
、
自
衛
隊
が
必
要
な
資
機
材

な
ど
を
準
備
し
ま
す
が
、
食
材
は
自
治
体

が
用
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
危
機

管
理
室
で
は
、
自
衛
隊
に
確
認
し
た
結
果
、

見
直
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

★
災
害
不
明
者
の
公
表
基
準

　

本
市
で
は
、
災
害
時
に
不
明
者
の
氏
名

の
公
表
基
準
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
佐

藤
副
市
長
は
「
一
定
の
基
準
は
必
要
で
あ

る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

★
総
合
開
発
特
別
委
員
会
で
は
、
国
及

び
道
が
7
空
港
一
括
民
営
化
に
つ
い
て
、

空
港
所
在
地
自
治
体
に
一
切
の
事
前
相
談

や
説
明
も
な
く
、
民
間
委
託
の
5
原
則
を

決
め
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
市
の
見
解
と

今
後
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。
市
側
も
、

全
く
同
様
の
認
識
を
も
っ
て
お
り
、
今

後
、
国
、
道
に
対
し
て
、
事
前
協
議
が
担

保
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
と
の
考
え

を
示
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
空
港
機
能

に
つ
い
て
、
今
後
も
理
事
者
に
強
く
求
め

て
い
き
ま
す
。

★
議
会
改
革
検
討
会
で
は
、
市
長
選
挙
と

同
一
選
挙
と
な
る
よ
う
議
会
を
解
散
す

べ
き
と
会
派
の
考
え
を
改
め
て
表
明
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
の
総
意
と
し
て
議
会
解
散
の
是

非
を
9
月
議
会
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問（
岩
田　

薫
議
員
）

１　政 治 姿 勢

⑴　苫小牧市人口ビジョン及び総合

　戦略における子育て支援について

⑵　JR北海道単独維持困難路線に

　ついて

２　空き家対策について

３　選挙の経費について

岩　田　　薫　議員

一
般
質
問（
松
尾
省
勝
議
員
）

一
般
質
問（
小
山
征
三
議
員
）

特
別
委
員
会（
西
野
茂
樹
議
員
）

１　農業行政

⑴　就農者等支援事業について

２　商業行政

⑴　創業サポート事業について

３　スポーツ行政

⑴　苫小牧市スポーツ推進

　計画について

４　公園行政

⑴　公園の利活用に

　ついて

松尾　省勝　議員
http://m-matsuo.jimdo.com/

１　政治姿勢
⑴　ラムサール条約について
⑵　高齢者・障がい者等に配慮した
広告印刷物について

⑶　公共施設等総合管理計画について
２　防災対策
⑴　災害発生時の避難者等
　の対応について
３　民生費の増加傾向における
　今後の対応について
４　子どもSOSの家
　について

小山　征三　議員
http://www.tomakomai.or.jp/koyama/
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第
11
回
定
例
議
会
、
一
般
質
問
で
は
、

重
度
心
身
障
が
い
児
者
・
医
療
的
ケ
ア
児

者
の
早
期
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
設
置
に
向
け

議
論
し
、
問
題
で
あ
る
看
護
師
不
足
の
改

善
策
と
し
て
、
市
内
在
住
者
を
対
象
に
看

護
師
・
介
護
士
な
ど
の
免
許
取
得
者
で
職

に
就
い
て
な
い
方
々
を
募
り
、
就
労
へ
繋

げ
る
事
業
を
提
案
し
、
理
事
者
か
ら
調
査

研
究
し
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

白
鳥
王
子
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
の
狭
あ
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
国
際
基
準
に
順

当
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
別
室
の
設
置
や
ア

ス
リ
ー
ト
に
適
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

の
配
備
を
求
め
ま
し
た
。
不
育
症
に
悩
む

人
を
支
援
す
る
た
め
道
が
4
月
に
始
め
た

検
査
や
治
療
費
を
助
成
す
る
不
育
症
治
療

費
助
成
事
業
に
合
わ
せ
て
、
市
も
独
自
助

成
す
る
よ
う
求
め
、
検
査
や
治
療
費
が
道

の
助
成
金
の
上
限
を
超
え
た
場
合
、
市
が

上
乗
せ
し
て
助
成
す
る
こ
と
を
検
討
す
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
庭
ご
み
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て
平
成

28
年
末
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、
事
業

効
果
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
約
7
割
の
方
が
肯
定
的
、
分
別

意
識
の
向
上
に
よ
り
ご
み
量
の
減
量
化
に

寄
与
、
た
だ
し
収
集
業
者
の
作
業
量
の
増

加
と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
、
今
後
の
拡

大
に
向
け
て
総
合
的
に
検
討
・
判
断
し
た

い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
沼
ノ
端
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
一
炉
体
制
と
な
っ
た
場
合

の
環
境
変
化
に
つ
い
て
糸
井
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
搬
入
実
績
か
ら
一
日
平
均
40
台
／
程

度
の
車
両
が
増
加
す
る
事
が
わ
か
り
、
周

辺
地
域
へ
の
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
周
辺
自
治
体
や
市
内
民
間
事

業
者
と
の
連
携
の
提
案
を
し
ま
し
た
。
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
構
築
可
能
性
調
査
に

つ
い
て
は
5
つ
の
可
能
性
が
示
さ
れ
「
苫

小
牧
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」
で
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
と
答

弁
が
あ
り
、
私
か
ら
は
国
や
北
海
道
と
の

連
携
に
つ
い
て
確
認
し
取
り
組
み
の
前
進

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
市
民
ホ
ー
ル
】
建
設
計
画
が
示
さ
れ
て

い
る
市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
今
後
の
進

め
方
や
市
民
意
見
の
反
映
方
法
、
科
学
セ

ン
タ
ー
を
統
合
し
な
い
こ
と
に
よ
る
影
響

な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
4
つ
の
建

設
候
補
地
に
お
け
る
規
模
や
機
能
、
建
設

費
や
管
理
費
な
ど
比
較
検
討
で
き
る
資
料

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え

で
、
市
が
建
設
候
補
地
と
し
て
考
え
て
い

る
東
小
学
校
跡
地
で
、
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
示
さ
れ
た
「
市
民
の
誰
も
が
足
を
運
び

た
く
な
る
よ
う
な
施
設
」
に
な
り
得
る
の

か
、
建
設
場
所
の
重
要
性
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。

【
科
学
セ
ン
タ
ー
】
今
後
の
あ
り
方
検
討

や
老
朽
化
、
耐
震
化
の
対
策
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
早
急
に
検
討
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

【
防
災
】
災
害
時
備
蓄
計
画
に
つ
い
て
充

足
率
が
未
達
成
の
品
目
に
つ
い
て
、
で
き

る
限
り
早
期
の
整
備
を
求
め
る
と
と
も

に
、
防
災
行
政
無
線
の
海
岸
沿
い
へ
の
設

置
に
対
し
て
も
、
整
備
計
画
の
策
定
及
び

総
合
計
画
へ
の
反
映
を
求
め
ま
し
た
。

　

第
11
回
定
例
議
会
に
初
め
て
副
議
長
と

し
て
臨の

ぞ

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
議

長
と
し
て
議
会
運
営
委
員
会
、
代
表
者
会

議
、
議
会
改
革
検
討
会
に
参
画
。
さ
ら
に

3
日
目
の
本
会
議
一
般
質
問
で
は
、
議
長

に
代
わ
り
議
事
を
進
行
す
る
な
ど
の
経
験

を
積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
教
経
済
委
員
会
に
お
い
て
、
道
央
地

域（
苫
小
牧
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
安

平
町
）の
高
度
技
術
に
よ
る
産
業
開
発
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
益
財
団
法
人

道
央
産
業
振
興
財
団
の
事
業
評
価
を
質
し

た
上
で
、
今
後
の
基
金
造
成
を
含
め
た
事

業
費
確
保
に
向
け
関
係
機
関
と
協
議
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
30
年
度
に
策
定
を
目
指
し
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
「（
仮
）苫
小
牧
市
中

小
企
業
振
興
計
画
」
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
小
規
模
事
業
者
に
特
化
し
た
条
文
の

必
要
性
。
策
定
過
程
に
お
け
る
市
民
、
議

会
の
意
見
聴
取
の
あ
り
方
と
そ
の
結
果
の

公
表
、
さ
ら
に
は
各
種
施
策
や
事
業
が
複

数
の
部
に
ま
た
が
る
こ
と
か
ら
庁
内
連
携

の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

首

藤

孝

治　

議
員
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谷川　芳一・桜井　　忠会 派 市 民

1　

I
R（
カ
ジ
ノ
）

市
民
説
明
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

29
年
度
視
察
予
定
と
報
告
書
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て

2　

駅
前
開
発

自
由
通
路
の
撤
去
に
つ
い
て

日
通
ビ
ル
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

全
体
的
開
発
構
想
に
つ
い
て

3　

沼
ノ
端
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

地
元
企
業
の
活
用
と
分
離
発
注
に
つ
い
て

4　

教
育
勅
語
と
道
徳
教
育

教
育
委
員
会
の
考
え
方
に
つ
い
て

5　

文
化
行
政

建
て
か
え
事
業
に
よ
る
文
化
的
財
産
の

保
護
に
つ
い
て

・
市
民
会
館
題
字
の
保
存
に
つ
い
て

・
科
学
セ
ン
タ
ー
壁
画
の
保
存
に
つ
い
て

6　

道
路
行
政

道
路
の
安
全
使
用
に
つ
い
て

・
総
合
体
育
館
前
道
路
の
中
央
線
に
つ

い
て

・
民
進
党
事
務
所
裏
の
停
止
線
と
歩
道

に
つ
い
て

◇　
総
務
委
員
会

1　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
に
つ
い
て
、
建
前

論
で
は
な
く
、
生
き
残
り
を
か
け
た
支

援
を
し
て
い
く
覚
悟
は
あ
る
の
か
。

2　

苫
小
牧
埠
頭
㈱
オ
イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル

屋
外
タ
ン
ク
漏
洩
事
故
に
つ
い
て
、
使

っ
た
泡
消
火
剤
の
量
と
、
備
蓄
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
量
に
対
し
て
ど
う
か
。

道
と
の
備
蓄
に
関
す
る
協
定
の
在
り
方

に
つ
い
て
。

◇　
建
設
委
員
会

1　

公
営
住
宅
の
壁
面
崩
落
事
故
に
つ
い
て

◇　
総
合
開
発
特
別
委
員
会

1　

米
軍
再
編
交
付
金

・
米
軍
再
編
交
付
金
の
在
り
方
に
つ
い
て

2　

I
R

・
実
施
法
案
に
関
す
る
市
の
考
え
方
に
つ

い
て

3　

㈱
苫
東
の
決
算
に
つ
い
て

◇　
安
全
・
安
心
及
び
市
民
ホ
ー
ル
に

　

関
す
る
特
別
委
員
会

1　

総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

・
苫
小
牧
市
は
も
と
も
と
樽
前
山
噴
火
を

想
定
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以

降
、
樽
前
山
噴
火
を
忘
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

谷川芳一　議員

桜井　忠　議員

■
一
般
質
問

牧

田

俊

之　

議
員

越

川

慶

一　

議
員

松

井

雅

宏　

議
員

金澤　　俊・宇多　春美陽　　　　春

金　

澤　
　
　

俊　
議
員

　

こ
の
度
、
思
い

を
同
じ
く
す
る
宇

多
春
美
議
員
と
新

会
派
、「
陽
春
」

を
結
成
し
、
再
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
向

上
に
む
け
全
力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
！

・
子
育
て
支
援
の
拡
充
へ
！！

　

今
回
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
と
な
る
補

正
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
苫
小
牧
市
独
自
で
国
の
制
度
を
上
回

る
補
助
を
お
こ
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
今
年
拡
大
し
た
第
3
子
以
降
無
償

を
さ
ら
に
第
2
子
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
軽
減
の
条
件
が

「
年
収
お
お
む
ね
6
4
0
万
円
未
満
相
当
の

多
子
世
帯
」
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る

も
の
の
、
対
象
と
な
る
ご
家
族
に
は
大
き

な
支
援
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
苫

小
牧
市
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ

く
り
が
進
み
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な

る
起き

爆ば
く

剤ざ
い

と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
今
回
は
北
海
道
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
拡
充
策
で
す
が
、
事
業
が
継

続
し
さ
ら
に
子
育
て
支
援
の
拡
充
が
進
ん

で
い
く
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

宇　

多　

春　

美　
議
員

・
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

　

若
い
世
代
は
、

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
く
ら
い
に
ま
ち
な
か

に
対
す
る
期
待
と
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
拠
点
が
今
は
コ
コ
ト
マ
と
な
り
多
く
の

世
代
の
方
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
コ

ト
マ
の
人
の
流
れ
が
ま
ち
な
か
全
体
の
賑

わ
い
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
若
者
と
地
元

商
業
者
が
連
携
し
て
ま
ち
な
か
に
魅
力
的

な
拠
点
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
質
し
ま

し
た
。

・
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
に
、

雇
用
す
る
事
業
者
の
障
が
い
に
対
し
て
の
理

解
が
難
し
い
こ
と
と
相
談
支
援
体
制
や
連

携
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
質
し
、
道
の
委
託

機
関
と
連
携
し
就
労
支
援
制
度
の
研
修
会

開
催
を
す
る
こ
と
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
を
設
け
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

・
親
子
読
書
に
つ
い
て

　

家
庭
に
お
い
て
の
親
子
読
書
は
豊
か
な

心
の
育
成
を
図
る
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

し
、
図
書
館
司
書
・
中
央
図
書
館
と
の

連
携
、
さ
ら
に
市
P
連
の
協
力
を
得
て

P
T
A
活
動
と
し
て
も
連
携
し
た
取
り
組

み
に
な
る
よ
う
質
し
ま
し
た
。

新
会
派
「 

陽よ
う  

春し
ゅ
ん 

」
結
成
！！
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※日程などについては変更になる場合があります。
議会日程は議会運営委員会で協議され、定例会初日の本会議で決定されます。
事前に議会事務局までお問い合わせください。※土・日・祝日は休会。

※常任委員会（総務、厚生、文教経済、建設）
※特別委員会（総合開発、安全・安心及び市民ホールに関する）

■ 議会からのお知らせ

編 集 後 記

　任期の折り返しで、この 2年間、編集作業を担当
することになりました。市民の皆様には「とまこま
い市議会だより」を通して、苫小牧市議会がわかり
やすく、身近なものとなるように精いっぱい努力
し、負託に応えてまいりたいと考えております。
　今後とも市議会の情報を発信してまいります。

※この製品は「グリーン購入法」に適合する用紙を使用し、植物油系インキを使用しています。（印刷・製本：北光印刷株式会社）

月　　　日 内　　　　　　容

■ 議会日程のお知らせ ■■ 議会日程のお知らせ ■
● 第12回 市議会定例会

とまこまい市議会だより
　編集委員長　岩　田　典　一

スポット
平成29年8月10日発行　第19号

次号発行は平成29年11月下旬の予定です。

9 月 6 日㈬

9 月 7 日㈭

9 月 8 日㈮～12日㈫

9 月13日㈬

9 月14日㈭

9 月15日㈮

陳情締切り（ 17：00まで ）

本 会 議（ 報告・一般質問 ）

本 会 議（ 一般質問・議案等審議 ）

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

本 会 議（ 残余議案・委員会報告・その他 ）

議会を傍聴するととまチョップポイントがもらえる

☆6月議会から本会議を傍聴すると
　とまチョップポイントがもらえます。

手続きは簡単、傍聴する際に入口にある

端末機にカードをかざすだけで50ポイント

が付与されます。（右の写真）

29年6月議会

76人
28年6月議会

39人

☆この制度の目的

多くの市民に
市議会を傍聴
してもらう

議会に
市民の目
が集まる

開かれた
議会議論の
第一歩

議員は市民がわかりやすい質問をする
答弁者は平易で緊張感のある答弁をする
市民は市のかかえる大きな課題がわかる

☆開始初日からテレビ局が3社取材に来て、大きな注目
　を浴びました。

早速道内外から問い合わせがあり、8月には行政視察も来る予定です。

行政の取り組みとしても先進的な取り組みとして全国的に注目を

集めています。

☆議会を訪れた市民の声も

・議会の傍聴が誰でも（簡単に）できることがポイント事業を通してわかった。（市民は見ることができないと思っていた）

・初めて傍聴したが、また来てみたい。

・この事業を通じて、ポイントも付くから是非傍聴に行ってみようと思って来ました。

市民からは、おおむね好評価をいただきました。

☆5日間の傍聴人数は

　さらに今後周知が徹底されることにより議会傍聴

者がもっともっと増えてほしいものと思います。

板谷　良久・首藤　孝治・桜井　　忠・工藤　良一・岩田　　薫
大西　厚子・岩田　典一・神山哲太郎・宇多　春美

とまこまい市議会だより編集委員会


